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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年8月29日(2013.8.29)

【公表番号】特表2013-500354(P2013-500354A)
【公表日】平成25年1月7日(2013.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-001
【出願番号】特願2012-521675(P2012-521675)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   3/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   1/48     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/50     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｃ０９Ｃ   3/06    　　　　
   Ｃ０９Ｃ   1/48    　　　　
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月12日(2013.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インク中に使用するための自己分散性顔料分散物であって、顔料表面に共有結合した安
定化基を有し、かつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少な
くとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、約８．４０Ｅ－０
４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する、自己分散性顔料分散物。
【請求項２】
　前記安定化基が、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ、－ＰＯ3Ｍ2、および－ＳＯ2ＮＨ2からなる
群から選択され、式中のＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウム、または有機アンモニウム
である、請求項１に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項３】
　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、ＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウム、また
は有機アンモニウムである、請求項２に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項４】
　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、Ｍがアルカリ金属である、請求項３に記載の
自己分散性顔料分散物。
【請求項５】
　前記顔料が少なくとも約１６０～約１７０ｍＬ／１００ｇの吸油量を有する、請求項１
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に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項６】
　前記顔料が約０．９８～約３．０マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、請求項１に
記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項７】
　前記顔料の前記顔料表面に共有結合した前記安定化基が、前記顔料を酸化することによ
って得られる、請求項１に記載の自己分散性顔料分散物。
【請求項８】
　水性キャリア媒体、自己分散性顔料分散物を含むインクであって、前記自己分散性顔料
分散物が、前記顔料表面に共有結合した安定化基を有し、かつ少なくとも約１５５～約１
７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有
量を有する顔料を含み、前記顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化
速度を有する、インク。
【請求項９】
　基材上へのインクジェット印刷方法であって、実行可能な任意の順序で：
（ａ）デジタルデータ信号に応答するインクジェットプリンタを提供するステップと；
（ｂ）印刷されるべき基材を前記プリンタに装填するステップと；
（ｃ）水性キャリア媒体と自己分散性顔料分散物とを含む水性インクジェットインクを前
記プリンタに装填するステップであって、前記自己分散性顔料分散物が、前記顔料表面に
共有結合した安定化基を有しかつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着
量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、前記
顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有するステップと；
（ｄ）前記デジタルデータ信号に応答し、前記水性インクジェットインクを使用して前記
基材上に印刷して、前記基材上に印刷画像を形成するステップと
を含む、方法。
【請求項１０】
　インクジェットインクを含むプリンタであって、前記インクジェットインクが水性キャ
リア媒体と自己分散性顔料分散物とを含み、前記自己分散性顔料分散物が、前記顔料表面
に共有結合した安定化基を有しかつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸
着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、前
記顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する、プリンタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
比較例インクＣ
　６２．５部の比較例５を、６部の２－ピロリドン（ｐｙｒｏｌｌｉｄｏｎｅ）、５部の
Ｌｉｐｏｎｉｃ（登録商標）－ＥＧ、７部の１，５－ペンタンジオール、および合計１０
０部となるまでの水と混合することによってインクを製造した。
　本出願は、特許請求の範囲に記載の発明を含め、以下の発明を包含する。
（１）　インク中に使用するための自己分散性顔料分散物であって、顔料表面に共有結合
した安定化基を有し、かつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量およ
び少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、約８．４０
Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する、自己分散性顔料分散物。
（２）　前記安定化基が、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ、－ＰＯ3Ｍ2、および－ＳＯ2ＮＨ2か
らなる群から選択され、式中、ＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウム、または有機アンモ
ニウムである、（１）に記載の自己分散性顔料分散物。
（３）　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、ＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウム
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、または有機アンモニウムである、（２）に記載の自己分散性顔料分散物。
（４）　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、Ｍがアルカリ金属である、（３）に記
載の自己分散性顔料分散物。
（５）　前記顔料が少なくとも約１６０～約１７０ｍＬ／１００ｇの吸油量を有する、（
１）に記載の自己分散性顔料分散物。
（６）　前記顔料が少なくとも約１６０～約１６５ｍＬ／１００ｇの吸油量を有する、（
５）に記載の自己分散性顔料分散物。
（７）　前記顔料が約０．９８～約３．０マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、（１
）に記載の自己分散性顔料分散物。
（８）　前記顔料が約０．９８～約２．０マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、（７
）に記載の自己分散性顔料分散物。
（９）　前記顔料が約０．９８～約１．５マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、（８
）に記載の自己分散性顔料分散物。
（１０）　前記顔料の前記顔料表面に共有結合した前記安定化基が、前記顔料を酸化する
ことによって得られる、（１）に記載の自己分散性顔料分散物。
（１１）　前記顔料表面がオゾンで酸化される、（１０）に記載の自己分散性顔料分散物
。
（１２）　前記顔料表面が、同時に前記顔料を少なくとも１回の分散混合操作にかけなが
ら、水性環境中でオゾンで酸化される、（１０）に記載の自己分散性顔料分散物。
（１３）　前記顔料がカーボンブラック顔料である、（１）に記載の自己分散性顔料分散
物。
（１４）　７．８０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する、（１）に記載の自
己分散性顔料分散物。
（１５）　水性キャリア媒体、自己分散性顔料分散物を含むインクであって、前記自己分
散性顔料分散物が、前記顔料表面に共有結合した安定化基を有し、かつ少なくとも約１５
５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2

の酸含有量を有する顔料を含み、前記顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔
料緻密化速度を有する、インク。
（１６）　水性インクジェットインクである、（１５）に記載のインク。
（１７）　前記安定化基が、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ3Ｍ、－ＰＯ3Ｍ2、および－ＳＯ2ＮＨ2

からなる群から選択され、式中、ＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウム、または有機アン
モニウムである、（１６）に記載のインクジェットインク。
（１８）　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、ＭがＨ、アルカリ金属、アンモニウ
ム、または有機アンモニウムである、（１７）に記載のインクジェットインク。
（１９）　前記安定化基が－ＣＯＯＭであり、式中、Ｍがアルカリ金属である、（１８）
に記載のインクジェットインク。
（２０）　前記水性キャリア媒体が、水、または水と少なくとも１種類の水溶性有機溶媒
との混合物を含む、（１６）に記載のインクジェットインク。
（２１）　前記水溶性有機溶媒が多価アルコールである、（２０）に記載のインクジェッ
トインク。
（２２）　前記顔料が少なくとも約１６０～約１７０ｍＬ／１００ｇの吸油量を有する、
（１６）に記載のインクジェットインク。
（２３）　前記顔料が少なくとも約１６０～約１６５ｍＬ／１００ｇの吸油量を有する、
（２２）に記載のインクジェットインク。
（２４）　前記顔料が約０．９８～約３．０マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、（
１６）に記載のインクジェットインク。
（２５）　前記顔料が約０．９８～約１．５マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する、（
２４）に記載のインクジェットインク。
（２６）　前記顔料の前記顔料表面に共有結合した前記安定化基が、前記顔料を酸化する
ことによって得られる、（１６）に記載のインクジェットインク。
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（２７）　前記顔料表面がオゾンで酸化される、（２６）に記載のインクジェットインク
。
（２８）　前記顔料表面が、同時に前記顔料を少なくとも１回の分散混合操作にかけなが
ら、水性環境中でオゾンで酸化される、（２７）に記載のインクジェットインク。
（２９）　前記顔料がカーボンブラック顔料である、（１６）に記載のインクジェットイ
ンク。
（３０）　前記顔料分散物が約７．８０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する
、（１６）に記載のインクジェットインク。
（３１）　界面活性剤、湿潤剤、殺生物剤、金属イオン封鎖剤、粘度調整剤、およびポリ
マーバインダーからなる群から選択される少なくとも１種類の添加剤をさらに含む、（１
６）に記載のインクジェットインク。
（３２）　基材上へのインクジェット印刷方法であって、実行可能な任意の順序で：
（ａ）デジタルデータ信号に応答するインクジェットプリンタを提供するステップと；
（ｂ）印刷されるべき基材を前記プリンタに装填するステップと；
（ｃ）水性キャリア媒体と自己分散性顔料分散物とを含む水性インクジェットインクを前
記プリンタに装填するステップであって、前記自己分散性顔料分散物が、前記顔料表面に
共有結合した安定化基を有し、かつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１００ｇの油吸
着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料を含み、前
記顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有するステップと；
（ｄ）前記デジタルデータ信号に応答し、前記水性インクジェットインクを使用して前記
基材上に印刷して、前記基材上に印刷画像を形成するステップと
を含む、方法。
（３３）　前記基材が普通紙である、（３２）に記載のインクジェット印刷方法。
（３４）　前記顔料がカーボンブラック顔料である、（３２）に記載のインクジット印刷
方法。
（３５）　インクジェットインクを含むプリンタであって、前記インクジェットインクが
水性キャリア媒体と自己分散性顔料分散物とを含み、前記自己分散性顔料分散物が、前記
顔料表面に共有結合した安定化基を有し、かつ少なくとも約１５５～約１７９ｍＬ／１０
０ｇの油吸着量および少なくとも約０．９８マイクロ当量／ｍ2の酸含有量を有する顔料
を含み、前記顔料分散物が約８．４０Ｅ－０４ｍＬ／秒未満の顔料緻密化速度を有する、
プリンタ。
（３６）　前記インクジェットインク中の前記自己分散性顔料分散物が、－ＣＯＯＭ、－
ＳＯ3Ｍ、－ＰＯ3Ｍ2、および－ＳＯ2ＮＨ2（式中、ＭはＨ、アルカリ金属、アンモニウ
ム、または有機アンモニウムである）からなる群から選択される安定基を有する顔料を含
む、（３５）に記載のプリンタ。
（３７）　前記インクジェットインク中の前記自己分散性顔料分散物が、－ＣＯＯＭ安定
化基（式中、ＭはＨ、アルカリ金属、アンモニウム、または有機アンモニウムである）を
有する顔料を含む、（３６）に記載のプリンタ。
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